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車いすに乗って点検する職員、 

平成12年 

驚貌鱗 

秋
の
交
通
安
全
運
動
 

九
月
一
一
十
ハ
日
、秋
の
交
通
安
全
運
動
に
合
わ
せ
五
小
学
区
及
び
南
小
学
区
の
教
職
  

『
具
P
T
A
、
町
内
会
な
ど
の
代
表
と
関
係
機
関
職
員
が

一
緒
に
通
学
路
の
「
交
通安
全
総

点
検
」
を
行
いま
し
た
。
 
 

参
加
者
は
、約
ニ
・
ハ
師
の
歩
道を
点
検
し
、舗
装
の
凹
凸
や
車
い
す
に
乗
り
な
が
ら
、車

い
す
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
歩
道
と
車
道
の
境
界
の
段
差
を
ー
つ
ひと
つ
丹
念
に
チ
ェ
ック

し
ま
し
た
。
 
 

市
で
は
今
回
の
点
検
結
果
を
も
と
に
今
後
、改
善
計
画
書
を
作
成
し
、人
に
や
さ
し
い
歩

道
や
通
学
路
を
目
指
し
て
行
き
ま
す
。
 
 

ま
た
、
一
一
十
六
日
に
は
、
五
所
川
原
温
泉
ホ
テ
ル
前
で
松
島
町
ハ
丁
目
婦
人
部
（
新
岡み
よ

志
会
長
）
と
中
央
小
学校
P
T
A
生
活
指
導
部
会
（井
津
抄
子
会
長
）
が作
っ
た
マ
ス
コ
ツ
ト

人
形
を
同
小
学
校
の
児
童
ら
が
通
行
中
の
車
に
配
付
し
、交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

気をつけて運転してください電 参f 



中
心
市

街
地
の
区

域
設

定
 

中
心
市
街
地
と
し

て
指
定
さ
れ

た
地

域
は
、

駅
西
側
の
四

つ
の
商
店
街
（
大

町
、
本
町
、
布
屋
町
、

中
央
通
り
）
が

あ
る
旧
市
街
地
を
中

心
に
、
駅
東
側
や

旧
市
街
地
周
辺
部
を
含

め
た
約
八
十
四

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
で
す
。
 

基
本
計
画
で

は
、

目
標
テ

ー
マ
を
 

「立
侵
武
多
に
会
え

る
ま
ち

、
文
化
の

薫
る
ハ
イ
カ
ラ
な
ま
ち

】
五
所
川
原
と

を
設
定
し

て
い
ま
す
。
当
市
は
、

江
戸

末
期
か
ら
西
北
五
地
域
の
商

都
と
し

て

栄
え
、
度
重
な

る
逆
境
か
ら

の
復
活

・

不
擁

不
屈
の
精

神
の

拠
り
所
と
な

る
 

「立
侵
武
多
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
キ

ー
ワ
 

ー
ド
と
し
て
、
「活
力
あ
る
五
所
川
原
の

建
設
」
と
「
魅
力
あ
る
商
都
五
所
川
原

の
再
生
」
 
に向
け

て
、
次
の
五

つ
の
基

本
方
針
に

基
づ

い
て
積
極
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
 

1 

目
標
テ

l
~i
と
基
本
方
針
 

目標テーマ 

立露武多に穿7霊i, 沃 
~ -, I-.- -.,のJら /、ン f'iラ鷹霧う：三所川駅 

江戸時代末期、豪商である原家の祈願鎮守として建立された鶴屋稲荷に見守られ、明治

初期の乾橋架橋や大正初期の鉄道開通により、東北一・二といわれる布嘉・布屋という豪商を

生み出し、大正～昭和初期には、太宰治も慣れ親しんだハイカラ町や大町1丁目でのカフェー 

の出現等により、モダンな街として西北五地区における拠点都市として発展を遂げてきた。 

しかし、昭和19・21年の2度の大火により、繁栄してきた五所川原の中心市街地は、一夜にし

て廃虚と化したが、岩木川氾濫による幾度にわたる水害からの復興という歴史的な背景として

の“不擁不屈”“復興・復活”という精神により、現在のまちが形成されている。 

このような、五所川原商人・五所川原市民の気質の根幹には、“不擁不屈”“復興・復活”と

いう精神が宿っており、平成8年に約90年ぶりに復活した“立俵武多”をこれからのまちづくり

のキーワードとして、まちづくりに対する地元の気概を込めて目標テーマを設定しています。 

市
興
参
如
の
郵

ち
づ

く
り
 

ー
中
心
市
街

地
活
性
化
基

本
計
画
を
策
定

ー
 

市
で
は
、
昨
年
度
よ
り
「
中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
及
び
商
業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推
進
に
関
す
る
法
律
」
（中
心

市
街
地
活
性
化
法
）
に
基
づ
い
て
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
 

商
業
者
、
商
工
会
議
所
、
市
民
、
各
種
団
体
、
消
費
者
な
ど
の
代
表
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
策
定
委
員
会
や
作
業
部
会
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
 

で
幾
度
と
な
く
会
合
を
開
き
、
意
見
交
換
血
繋
珊
を
重
ね
、
国
・
県
の
助
言
を
得
て
ま
と
め
た
基
本
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

ー 

西北五地区における中心市街地づくり 
．多彩な都市機能の誘導．導入による拠点都市としてのポテンシャルの確保 

’広域からの交通アクセス性・利便性の向上をめざした都市基盤の整備 

×’様々な事業による効率的で効果的なまちづくりの推進 

I 
y 

ノ 

、 

賑わい・活気のある魅力的な商業集積・商業空間づくり 
●統一的な取り組みや多様な機能との連携による話題性のある商店街づくり

の推進 

●街なかを歩いて楽しみながら買物ができる中心商業地の形成 

●消費者ニーズへの対応・ホスピタリテイの心をもった商業者・商店街の育成 

／多 世代が交流し・集い・賑わうことができるまちの魅力づくり 
・様々な世代が居住し交流することができる誰にでも楽しいまちの創出 

●消費者・来街者にとっての憩い・集いの場となる広場・公園等の整備 

・街なかで気軽に立ち寄ることができる休憩所ゃ市民活動‘サークル活動等が 

× 行える場の創出 

× 

譲熱”, 
ノ 

× 
／立 仮武多に代表される本市固有の歴史・文化を感じられるまちっくり 
●全国的にも知名度のある立侵武多の展示ゃ制作の体験ができる機能を持った

観光拠点としての複合施設となる（仮称）立候武多の館の整備 

●古き良きまちの歴史性・時代背景をかもし出すようなまちづくり・施設づくり 

●資源ごとを連携させることによる街なかでの回遊性の創出・観光ルートの設定 

×’歴史‘文化の継承によるまちの名物‘物語づくり 	 ノ 

生活のしやすさを感じられる環境づくり 
ー、 	一‘． 	．ーー‘一 	．」一 一“，」 

・快適で安全な生活空間（生活道路ゃ歩行者空間）・買物空間（商店街・商業

施設）の創出 

●街なかで自然を感じることができる水ゃ緑を活かしたまちの形成 

．高齢化社会に対応したバリアフリー化等による人にゃさしいまちづくりの推進 

ジ一叫一 
護難麟響 

「「曹に 
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■地元・行政連携による商業支援基盤づくりと商業街区の再編 

各意形成え× 
向けての j→ 

夢議会設妾／ 

大町 2丁目地区における面整備 

事業計画立案 

合 意 形 成 

事業手続 き 

大町 2丁目地区 
都市再生区画整理事業 
の実施 

V 
商業施設の再配置・店舗整備 

鶴屋稲荷広場・公園、堰の整備‘不 ト「J ン住 

A 

■行政による個性・独自性の創出と広域集客・PR 周辺地区への事業展開・波及効果 

「立倭武多の館」 

整備に向けての 

準備 

→ 

→ 

用地確保 

施設設計 
「立倭武多の館」整備 

まちのPR方策

の検討 
五所川原の歴史 文イヒや街なカでの物語‘り てのサィ冷のイ士掛ナづく 

■地元主体のまちづくリ活動への取リ組み 

I
できることからの短期的ソフト事業の展開× 
	 / 

のまちづくり活動

の継続による取り 
ィ斤MOの設主× 
×市による認足ノ 

組みの具体化 

●有志,仲間づくり 新たなまちづく TMOによる 

●気運の向上と合

意形成のための 
→ 

'J 組織としての 
TMO設立準備 

(TMO構想策定 

具体的事業計画

の立案 

環境づくり ／受口】会議所） (TMO計画） 

ワークショソプ等 ワ-7ンョソフ等 l 

よる来街  霧誓→ ’街なかの集客・流動 

二のlごI生のイノ fクト→ 

黙整 C)ト 

TMOによる具体的事業展開 

◆最重点ェリアにおけるゾーニングイメージ 
活
性
化

へ
向
け
て
の
戦
略
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
基
本
計
画

の
重
点
事
業
で

あ
り
、
活
性
化
の
起
爆
剤
と

な
る
「
（仮
称
）
立
侵
武
多
の
館
」
を
含

ん
だ
大
町

二
丁
目
・
ハ
イ
カ
ラ
町

ェ
リ
ア
を
短
期
か

つ
重
点
的
な
整
備

地
区
と
し
て
位
置
づ
け
、

「
（
仮
称
）立
侯
武
多
の

館
」
・
「
鶴
屋
稲
荷
の
再

生
」
・
「
商
業
空
間
の
活
性
化
」
と

い
う
三

つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
想
定
し

具
体
的
な
活
性
化
へ
向
け

て
の
展
開
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
 

◆活性化へ向けての戦略的取り組み展開 

 

TMO（ティ工ムオー）】中心市街地全体をーつのショッピングモールとして捉え、まちづくり計画を運営、管理する新しいまちづくり機関のこと。 
テナントミックス 商店街や商業施設などにおいて、様々な業種の店舗の配置‘誘致を調整しながら計画すること。 

問い合わせ先 企画課中心市街地対策室 内線485 
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平
成
十
ニ
年
第
四
回

定
例
会
 

《
 

4
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E
】
 

善
意
の
花
か
こ
  
5
ど
う
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
5
 

⑨
五
所
川
原
市

へ
 
一

司
会
三

〇
み
ち
の
く
コ
カ
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
ク
囲
五
所
川
原
営
業
所

（
中
山
善
隆所
長
）
 

H
寄
贈
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
三
箱
（
交
通
安
全
指
導
時
に
と
）
。
 

轟 

平
成
十
二
年
五
所
川
原
市
議
会
第
四

回
定
例
会
が
、
九
月
十
四
日
か
ら
二
十

六
日
ま
で
十
三
日
間
の
日
程
で
開
催
さ

れ
、
平
成
十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
十
八
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
 

承
認
。
議
員
提
出
議
案
二
件
の
意
見
書

を
可
決
、
請
願
一
件
を
継
続
審
査
す
る

こ
と
と
し
て
、
閉
会
し
ま
し
た
。
 

［
可決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
］
 

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

（
平成
十
二
年
度
五
所
川
原

市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
）
 

▽
平
成
十
二
年
度
五
所
川
原
市
一
般
会

計
補
正
予
算
ほ
か
二
件
 

・

一
般
会
計
は
、
三
億
二
千
百
五
十
八

万
六
千
円
増
額
し
て
総
額
二
百
二
十

六
億
六
百
三
十
二
万
一
千
円
に
。
 

▽
平
成
十
一
年
度
五
所
川
原
市
病
院
事

業
会
計
決
算
に
つ
い
て
 

▽
平
成
十
一
年
度
五
所
川
原
市
水
道
事

業
会
計
決
算
に
つ
い
て
 

▽
平
成
十

一
年
度
五
所
川
原
市
工
業
用

水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
 

▽
五
所
川
原
市
介
護
保
険
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
 

▽
五
所
川
原
市
介
護
円
滑
導
入
収
納
対

策
基
金
条
例
案
 

▽
五
所
川
原
市
福
祉
事
務
所
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

▽
社
会
福
祉
法
人
が
行
う
事
業
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
案
 

▽
五
所
川
原
市
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
 

▽
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
ロ
ー
タ
リ
 

ー
除
雪
車
取
得
）
 

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
五
件

▽
議
員
提
出
議
案
二
件
 

・

酒
類
販
売
に
係
る
社
会
的
規
制
に
関

す
る
意
見
書
 

・

公
共
事
業
に
係
る
土
地
等
の
譲
渡
に

対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
措

置
に
関
す
る
意
見
書
 

［閉
会
中
継
続
審
査
］
 

▽
五
所
川
原
市
ペ
ッ
ト
火
葬
場
設
置
に

関
す
る
請
願
 

二
十

一
世
紀
へ
の
贈
り
物
は

素
晴
ら
し
い
環
境
で
す
 

奥
津
軽
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
如
 

奥
津
軽
メ
ダ
カ
サ
ミ
ツ
ト
な
ど
で
自

然
環
境
を
考
え
る
事
業
を
展
開
し
て
い

る
五
所
川
原
青
年
会
議
所
が
、
九
月
一
一

十
三
m
、
「奥
津
軽
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
響

を
オ
ル
テ
ン
、
ンア
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

「素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
は
一
一
十
一

世
紀
（
の
贈
り
物
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
元
 
「
ザ・

ハ
ン
ダ

ー
ス
」
 
の
アパ
ッ
チ
ケ
ン
改
め

中
本
賢
さ
ん
は
じ
め
浅
虫
水
族
館
の
神

正
人
さ
ん
や
岩
木
川
と
地
域
づ
く
り
を

考
え
る
会
の
古
川
政
幸
さ
ん
ら
が
パ
ネ

ラ
ー
と
し
て
登
場
。
二
十
一
世
紀
に
す

ば
ら
し
い
奥
津
軽
の
自
然
環
境
を
残
す

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
貴
重
な
意

見
が
交
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

き
れ
い
な
街
へ
 

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

五
所
川
原
郵
便
局
年
金
友
の

会
 

十
月
一
日
、
五
所
川
原
郵
便
局
年
金

友
の
会

（
田
沢多
一
会
長
）
に
よ
る
五

所
川
原
駅
前
か
ら
乾
橋
ま
で
の
道
路
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
な
わ
れ
、
会
員

や
郵
便
局
職
員
約
八
十
人
が
心
地
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

同
会
は
、
毎
年
老
健
施
設
な
ど
へ
慰

問
す
る
な
ど
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
 

今
回
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
奉

仕
活
動
の

一
環
と
し
て
 
「き
れ
い
な
街
、
 

明
る
い
街
、
元
気
な
街
」
を
合
言
葉
に

行
っ
た
も
の
で
、
参
加
者
は
、
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ご
み
を
拾
い
、
き

れ
い
に
見
え
て
い
る
道
路
で
も
以
外
と

ご
み
が
多
い
の
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
 

5
善
意
に
感
謝

5
 

高
額
寄
付
者
 

一
 
感
謝
状

贈
呈
式
 

十
月
二
日
、
平
成
十
二
年
度
高
額
寄

付
者
感
謝
状
贈
呈
式
が
レ
ス
ト
ラ
ン
藤

吉
郎
で
行
わ
れ
、
市
に
対
し
て
多
額
の

寄
付
を
さ
れ
た
方
々
に
感
謝
状
を
贈
り

ま
し
た
。
 

今
年
は
、
教
育
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
 

福
祉
・
公
共
施
設
の
充
実
、
美
術
館
建

設
、
立
侵
武
多
運
行
な
ど
他
方
面
に
わ

た
り
八
十
八
団
体

・
個
人
か
ら
寄
付
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

式
で
は
、
成
田
市
長
が

「皆
さ
ん
の

篤
志
に
報
い
る
た
め
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
己
と
寄
付
者
に
感
謝

の
お
礼
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

'
 



軽
油
取
引
税
農
業
用
免
税
証

の
交
付
申
請
に
つ
い
て
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
 

公
（
3
4)
2
1
1
ー
 

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
 

お
知
ら
せ
 

消
防
本
部
 
公
（3
5)
2
01
9
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⑧
願
書
受
付
期
間
 
平
成
1
2年
1
2月
4
 

日
囲

、
1
1日
囲
（
当
日
消
印
有
効
）
 

●

1
1月
9
日
困
 
9
時

、
1
5時
 

青
森
県
五
所
川
原
合
同
庁
舎
1
階

◇
申
請
用
紙
配
布
場
所
 

県
税
事
務
所
、
各
農
業
協
同
組
合
及

び
石
油
製
品
の
販
売
店
に
あ
り
ま
す
。
 

※
農
協
、
販
売
店
に
申
請
書
の
提
出
を

依
頼
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
の
受
付

日
前
に
農
協
、
販
売
店
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
 

県
下
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す
0
 

●

期
間
 
1
0月
1
6日
囲

、
2
2日
回
 

◇
統

一
標
語
 

『火
を
つ
け
た
 
あ
な
た
の
責
任
 

最
後
ま
で
』
 

◇
住
宅
防
火
 
いの
ち
を
守
る
 

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

⑨
3
つ
の
習
慣
 

●

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。
 

●

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
 

●

ガ
ス
こ
ん
ろ
等
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
 

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。
 

⑨
4
つ
の
対
策
 

●

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。
 

●

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。
 

●

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に

住
宅
用
消
火
器
を
備
え
る
。
 

●

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。
 

老
齢
基
礎
年
金
の
 

繰
り
上
げ
請
求
は
慎
重
に
 

国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
2
・
2
1
3
 

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
6
5歳

か
ら
の
支
給
が
原
則
で
す
が
、
希
望
す

れ
ば
6
0歳
か
ら
6
4歳
ま
で
の
間
に
繰
り

上
げ
て
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

し
か
し
、
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と
、
 

一
定
の
割
合
で
減
額
さ
れ
、
 一生
減
額

さ
れ
た
ま
ま
の
年
金
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
事
故
や
病
気
で
の

障
害
基
礎
年
金
の
請
求
を
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
特
別
支
給
の
厚
生
年
金

や
共
済
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
場
合

は
、
6
5歳
ま
で
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。
 

繰
り
上
げ
請
求
を
し
た
後
は
、
取
り

消
し
ゃ
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
事
前

に
よ
く
考
え
て
か
ら
請
求
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
 

分
別
収
集
 

こ
協
力
の
お
願
い
 

環
境
対
策
課
 
内
線
2
3
3
 

市
で
は
毎
年
3
月
に
ご
み
収
集
カ
レ

ン
ダ
ー
を
各
世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す

が
、
転
入
さ
れ
た
方
、
ア
パ
ー
ト
住
ま

い
の
方
に
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
が

行
き
渡
っ
て
い
な
い
た
め
、
ご
み
の
分

別
‘
収
集
日
の
間
違
い
な
ど
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
カ
レ
ン
ダ
ー
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
環
境
対
策
課
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
 

※
ご
み
を
出
す
時
…
き
ち
ん
と
分
別
し
、
 

水
気
を
と
り
、
指
定
の
ご
み
袋
に
町

名
・
氏
名
を
記
入
し
、
朝
8
時
ま
で

指
定
の
集
積
所
に
出
し
て
下
さ
い
。
 

労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
五
所
川
原

適
用
係
 
公
（3
4)
3
1
7
1
 

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し
た

場
合
に
生
活
の
安
定
を
図
る
た
め
の
失

業
給
付
を
行
う
雇
用
保
険
と
、
労
働
災

害
に
よ
り
負
傷
等
を
し
た
場
合
の
補
償

を
行
う
労
災
保
険
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
 

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業
の
一
部

を
除
き
一
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し

て
い
れ
ば
そ
の
事
業
主
は
加
入
手
続
き

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

家
族
で
映
画
を
 

楽
し
む
会

5
1
0月
 

中
央
公
民
館
公

（3
5)
6
0
56
 

い
じ
め
に
も
負
け
な
い
強
い
心
を
養

う
日
本
民
話
の
感
動
物
語
と
、
語
り
つ

が
れ
る
日
本
昔
ば
な
し
の
美
し
い
ア
ニ

メ
映
画
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
2
8日
田
 
1
0時
、
1
1時
3
0分

中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
 

◇
題
名
 
こ
み
あ
げ
る
感
動
、
心
ゆ
さ

ぶ
る
温
か
い
涙
「
鉢
か
づ
き
姫
」
、
 

「日
本
昔
ば
な
し
」
よ
り
（
金
太
郎
・

宝
の
下
駄

・
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん

・

馬
方
と
タ
ヌ
キ
・
そ
の
他
）
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

中
央
公
民
館
『
み
ん
な
の
 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
展
示
紹
介
 

●

1
0月
2
7日
国
、
2
9日
卿
 

2
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

『
西北
五
教
育
研
究
会
児
童
作
品
展
』
 

※
西
北
五
地
域
の
児
童
に
よ
る
図
画
、
 

工
作
、
手
芸
な
ど
を
約
7
0点
展
示
し

ま
す
。
 

平
成
1
3年
度
看
護

学
生
募
集
 

市
立
高
等看
護
学
院
 空
翌

2
7
1
5
 

◇
募
集
人
員
 
4
0名
 

◇
修
業
年
限
 
3
年
 

◇
受
験
資
格
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

①
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
准
看
護
婦
 

（士
）
の
免
許
取
得
後
3
年
以
上
業
務

に
従
事
し
て
い
る
者
 

②
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
者
で
、
准
看
護
婦
（
士
）
 

の
資
格
を
有
す
る
も
の
 

⑧
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
卒

業
見
込
み
の
者
で
、
平
成
1
3年
3
月

准
看
護
婦
養
成
所
を
卒
業
見
込
の
者

④
平
成
1
3年
3
月
高
等
学
校
衛
生
看
護

科
を
卒
業
見
込
み
の
者
 

◇
入
学
試
験
 

①
試
験
日
 
平
成
1
3年
1
月
2
4日
困
 

②
試
験
科
目
 
看
護
学
・
英
語

・
小
論

文
お
よ
び
面
接
 



ごしょがわら菊まつり 
’主催／ごしょがわら菊まつり実行委員会 
■問い合わせ先／五所川原市役所商工観光課（内線392) 

第7回 時 同 催 開 

  

  

  

  

～はいはいできる赤ちゃん大集合～ 
参加者全員に、参加賞、記念写真のプレゼントあり

上位入賞者には、賞品をこ用意しています 

日 	時】10月22日（日） 13時～14時 
定 員】先着30名 申込締切】10月20日圏
申込方法】はつらつ女性課まで電話での申込み 

（内線236) 

 

      

      

み
ん
な
の
知
恵
が
力
タ
チ
に
な
っ
た
。
 

■ io月21日（土） ●開会式／ 9 時30分 
●漆川獅子舞・子供獅子舞 
●演芸大会（ゲスト】竹谷美和子）・終了／16時 

UlO月22日（日） ●開場／ 9 時30分 
●演芸大会 ●赤ちゃんハイハイレース 
・国民健康保険福引き大会 ●終了／16時 

◆期間／10月21日（土）・10月22日（日）◆場所／五所川原市民体育館 

、
 

新鮮野菜・くだものとれたて市／西北五物産観光展／

催 健康づくりコーナー／「つがるロマン」コーナー 
I 農産加工品即売コーナー／津軽虫おくり人形展

こ 森林と親しむコーナー ／営農相談コーナー 

1z’ 豚汁の無料配布 	／赤～いりんごコーナー 

立侵武多コーナー ／五所川原牛肉販売 

プ 
三軒 

じし雀b、三ーノ 
■主催／こしょがわら産業まつり運営委員会 

■問い合わせ先／五所川原市役所農政課（内線353) 

6 五所川原市役所 公35-2111 	平成12年10月15日 

津
軽
鉄
道
卿
は
、
1
9
3
0
年

（
昭

和
5
年
）
に
津
軽
五
所
川
原
、
中
里
間

を
開
業
し
、
今
年
で
7
0周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
 

津
軽
鉄
道
囲
で
は
、
み
な
さ
ま
の
日

頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
来
る
1
0月
2
8
 

日
田

・
2
9日
回
の
2
日
間
記
念
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
 

【
1
0月
2
8日
田

】
 

●

復
刻
貨
物
列
車
ミ
ニ
撮
影
会
 

1
3時

、
1
4時
 

津
軽
五
所
川
原
駅
構
内
 

●

復
刻
貨
物
列
車
運
行
 

五
所
川
原

1
4時
5
0分
、
飯
  

詰
 

飯
 

詰

1
5時
3
分
、
五
所
川
原
 

●

レ
ト
ロ
気
動
車
大
活
躍
 

懐
か
し
い
キ
ハ
2
2形
が
 

定
期
旅
客
車
に
カ
ム
バ
 
ック
 

●

秘
蔵
鉄
道
部
品
大
放
出
 

気
動
車
解
体
部
品
等
の
展
示
即
売
会
 

1
0時

、
1
5時
 
芦
野
公
園
 

※
一
部
部
品
は
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
す
 
 

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
受
付
 
1
0時

、
1
3時
 

●

鉄
道
模
型
シ
ョ

ー
 
1
0時

、
1
5時

津
軽
鉄
道
本
社
2
階
会
議
室

ス
ケ
ー
ル
 1
師

（H
o
ゲ
ー
ジ
）
 

1
扇

（N
ゲ
ー
ジ
）
 

の
模
型
電
車
走
行
 

【
1
0月
2
9日
同

】
 

●

7
0周
年
記
念
列
車
出
発
式
 

9
時

、
9
時
2
0分
 

津
鉄
五
所
川
原
駅
 

●

7
0周
年
記
念
列
車
運
転
 

五
所
川
原

9
時
3
1分
、
中
 

里
 

（
運
転席
試
乗
会
 
於
中
里
駅
）
 

中
 

里
 
1
2時
3
分
、
五
所
川
原
 

●

な
つ
か
し
の
通
学
列
車
復
刻
運
転

五
所
川
原

1
4時
2
3分
、
金
 

木

金
 

木
 
1
5時
4
5分

、
五
所
川
原
 

●

秘
蔵
鉄
道
部
品
大
放
出
等
 

前
日
に
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。
 

※
お
得
な
1
日
乗
車
券
を
販
売
い
た
し
 

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

1
日
分

1
0
0
0円
（
小
人
半
額
）
 

津
軽
鉄
道
全
線
開
業
7
0周
年
記
念
 

「津
鉄
き
し
や

つ
こ
力
ー
ニ
バ
ル
」
開
催
の
お
知
ら
せ
 

津
軽
鉄
道
株
式
会
社
 

鷺
鮎
知
器

弱
の
納
期
限で
すo 

お
手
元
の
納
付
書
を
確
認
し
、
納
期
限
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
 

収
納
課
 
内
線

4
3
1
 



第
4
回
 
五
所
川
原
市
立
美
術
館

建
設
促
進
チ
ャ
リ
テ
ィ
美
術
展
 

消防本部では、火災予

防のー環として市民の皆さ

んに五所川原消防署管内

の火災と救急の概要を毎

月15日号でお知らせします。 

また、毎年4月1日号には

火災統計および救急統計

に基づいた1年間の概況を

掲載する予定ですので、火

災予防と救急車の適正利

用にご協力をお願いします。 

（単位：件） 

ジ三 
五所川原消防署管内 
9月の火災、救急出動件数 

区 分 
火 救 

月別 累計 月別 累計 
平成12年 2 25 81 835 
平成11年 3 25 103 869 
比 	較 -1 士0 -22 -34 

間合せ 五所川原地区消防事務組合消防本部 if 3 5-20  19 （内線23) 

平成12年度統一標語 

火をつけたあなたの責任最後まで 

動概況 元11一 

児童手当の申請はお済みですか？ 

現在、児童手当を受けていない人達の中で義務教育（小学校）就学前までの児童を養育して

いる方は、いませんか！ 

児童手当制度は、届け出制となっております。資格があっても届け出をしないと手当を受

ける事ができませんので早めにお問い合わせください。（公務員の方は、勤務先へ） 

一
 

対象年齢 義務教育就学前 ※平成6年4月2日以後に生まれた児童 平成12年 6 月から対象年齢

が 3 歳未満から義務教育就

学前までと改正されました。 

手当月額 第 1子・2 子 5, 000円／第 3 子以降 10,000円 

支払時期 2 月・ 6 月・10月 

※請求に必要な添付書類等 

①印鑑・請求者名義の銀行名等及び口座番号（注意】郵便局以外） 

②市が発行する児童手当用所得証明書 

（本年1月 1日現在、当市に住民登録されていない方は前住所地の市町村長が発行する証明書） 

③必要に応じて提出する書類があります。 

※現在、児童手当を受けている方でも、出生・転出・転居・年金変更等が生じた場合は手続きが必要です。 

一詳しくは、市民課（児童手当担当）までお間い合わせ下さい。内線 220・221 ―二 
・、 

7 平成12年10月15日 	五所川原市役所 公35-2111 

ま
で
、
2
9日
は
1
6時
ま
で
）
 

◇
共
催
 
青
森
県
栄
養
士
会
 

五
所
川
原
地
区
会
 

五
所
川
原
市
立
美
術
館
建
設
促
進

期
成
会
事
務
局
容

（3
4)
31
9
1
 

西
北
五
民
俗
芸
能
 

フ
ェ
ア
開
催
 

商
工
観
光
課
 
内
線

3
9
6
 

出
品
作
品
の
販
売
益
金
の
一
部
は
、
 

五
所
川
原
市
立
美
術
館
建
設
基
金
に
寄

与
さ
れ
ま
す
。
 

●

1
1月
3
日
国

、
6
日
囲
 

1
0時

、
1
8時
（最
終
日
は
1
7時
ま
で
）
 

中
三
デ
パ
ー
ト
五
所
川
原
店
 

6
階
催
事
場
 

◇
出
品
者
 

趣
旨
に
賛
同
す
る
地
域
内
の
画
家
、
 

書
家
、
歌
人
、
俳
人
、
柳
人
等
 

第
5
回
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

交
歓
大
会
参

加
者
募
集
 

大
会
事
務
局
ス
ポ

ー
ツ
オ
フ
ィ
ス

公
・
F
A
X
(3
3)
2
4
8
5
 

民
謡
、
獅
子
踊
り
、
登
山
唯
子
等
、
 

西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
の
発
表
会
で

す
。
秋
の
一
日
を
民
俗
芸
能
で
賑
や
か

に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●
1
0月
1
9日
困
 
開
演
1
3時
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
小
ホ
ー
ル
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

◇
出
場
者
 
西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
 

の
皆
さ
ん
ほ
か
、
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
 

て
県
民
謡
王
座
獲
得
者
の
鶴
田
清
美
 

さ
ん
、
三
味
線

・
尺
八
の
名
手
、
花
 

田
一
蔵
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。
 

◇
主
催
 
囲
五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

●

1
1月
2
6日
回
 

南
小
学
校
体
育
館
 

◇
内
容
（
組
別
）
 

●

女
子
の
部
（
女
性
の
み
）
 

●

ト
リ
ム
の
部
（4
0歳ま
で
男
2
名
女
2
名
）
 

●

ト
リ
ム
の
部
（4
1
歳
以
上
男
2
名
・
女2
名
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
1月
1
0日
国
 J

 

第
8

回
働

く
婦
人
の
家
 

利
用
者
発
表
会
 

働
く
婦
人
の
家

利
用
者
会
会
長

三
上
ク
キ
 
公
（
3
5)
8
8
98
 

●

1
0月
2
8日
田
 

9
時
3
0分

、
1
8時
3
0分
 

働
く
婦
人
の
家
全
館
 

◇
記
念
講
演
（
1
0時
3
0分

、
1
2時
）
 

演
題
「
ほ
ほ
え
み
の
あ
る
人
生
を

…
」
 

・

講
師
 
原
田
信
夫
教
育
長
 

◇
特
別
出
演
（
1
5時
3
0分
、
1
6時
3
0分
）
 

「
ス
ー
パ

ー
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
」
 

・

不
思
議
ェ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

山
崎
ト
オ
ル
氏
 

●

1
0月
2
9日
回
 
9
時
3
0分

、
1
6時
 

◇
共
催
者
講
演
（
1
1時

、
1
2時
）
 

演
題
 

「生
活
習
慣
を
ど
う
見
直
す
べ
き
か
？
」
 

・

講
師
 
市
立
西
北
中
央
病
院
 

健
康
管
理
科
長
 
阿
部
英
雄
氏
 

◇
特
別
出
演
（
1
4時
1
0分
、
1
5時
）
 

「
五
所
川
原
少
年
少
女
合
唱
団
 

コ
ン
サ
ー
ト
」
 

・

指
揮
者
 
板
崎
隆
浩
氏
 

※
こ
の
ほ
か
、
両
日
と
も
舞
台
発
表
、
 

作
品
展
示
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
 

お
茶
席
、
食
堂
、
喫
茶
を
開
催
。
ま

た
、
栄
養
士
会
で
は
栄
養
相
談
等
を

お
受
け
い
た
し
ま
す
。
 

※
駐
車
場
は
市
役
所
お
ま
つ
り
広
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 （2
8日
は
1
8時
 



◆間い合わせ 〇届 出については…国保年金課（内線214・215) 

〇
課
税
内
容
に
つ
い
て
は
 
…
税
 
務
 
課
（
内
線

4
2
4

・4
2
5
)
 

〇
納
税
相
談
に
つ
い
て
は
 
…
収
 
納
 
課
（
内
線

4
3
2

・4
3
3
)
 

務
納

税
収
 

甲
虫
あ

つ
め
て
ス
ポ

ー
ッ

嫌
ひ

の
子
 

実
は
ま
な

す

つ
ぶ
ら
に

妹
の
遠
忌

く
る
 敦

 
賀
 

晴
 

川
 

文
弱
と
も

言
へ
ず
浅
学
ひ

た
暑
し
 

山
 
内
 

土
旧
 
祐
 

い
も
 

〔
五
所
川
原
俳
句
会

〕
ー

俳
句
ー
 

題 

字 

斎 

藤 

清 

泉 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

~~ 

     

回国 鳳隠⑩国け幽感」4同以肉に 

    

     

たとえば、会社をやめて就職活動中の方、国保への届け出はお済みですか？ 

職場での健康保険は、雇用者の責任で手続きや保険料の徴収が行われますが、国保の場合それらを各自

の責任で行わなければなりません。届け出が遅れるとトラブルのもとになりますので、事実が発生したら 

14日以内に行いましょう。 

こ 	ん 	な 	と 	き 届 け 出 に必要な も の 

国
保
に
加
入
す

る
と
き
 

他の市区町村から転入してきたとき 印かん、他の市区町村の転出証明書 

職場の健康保険をやめたとき 印かん、職場の健康保険の資格喪失証明書 

職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき 印かん、被扶養者でなくなった理由の証明書 

子どもが生まれたとき 印かん、保険証、母子健康手帳 

生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書 

外国人が入るとき 外国人登録証明書 

国
保
を
や
め
る
と
き
 

他の市区町村へ転出するとき 印かん、保険証 

職場の健康保険に入ったとき 印かん、国保と職場の健康保険の両方の保険証 

（後者が未交付のときは加入したことを証明するもの） 職場の健康保険の被扶養者になったとき 

国保の被保険者が死亡したとき 印かん、保険証、死亡を証明するもの 

生活保護を受けるようになったとき 印かん、保険証、保護開始決定通知書 

外国人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書 

そ
 
の
 
他
 

退職者医療制度の対象となったとき 印かん、保険証、年金証書 

市内で住所が変わったとき 

印かん、保険証 
世帯主や氏名が変わったとき 

世帯を分けたり、いっしよにしたとき 

出稼ぎや、長期旅行に行くとき 

修学のため、別に住所を定めるとき 印かん、保険証、在学証明書 

保険証をなくしたとき、あるいは汚れて使えな
くなったとき 

印かん、身分を証明するもの 

（使えなくなった保険証など） 

成
 

上
 
悠
恵

子
 

斎
 

藤
 
今

日
子
 

福
 
士
 

任l 	P 

千 百

空 子  

福 成 松 

士 	旺1 	宮 

美 房 梗 

和 子 子 子 子 

病
め
る
子

の
受
話
機
へ
送

る
倭
武

多
笛
 

成 

田 

市 

神
木

に
律
儀
な
帯
初

あ
ら
し
 

等
身

の
兵
馬

価
展
秋

う
ら
ら
 

空
港
に
法
衣
紛

れ
て
さ

や
け
し

や
 

と
ん
ぼ

う
や
父

母
の
子

で
あ
り
し

こ
と
 

迎
へ

て
く
れ

る
家

あ
り
て
タ

と
ん
ぼ
 

と
う
ナ
み
 

燈
芯
靖

蛤
の
水

を
か
す
め
し
光

か
な
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第

2
1回
青
森
県
高
等

学
校
 

総
合
文
化
祭
 

青
森
県
高
等
学
校
文
化
連

盟
五
所川
原
地
区
 

五
所
川
原
高
等
学
校
 

容
（
3
5)
3
0
73
 

「第
2
9回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
青
森
大
会
」
が
県
内
各
地
で
平
成
1
7
 

年
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
高
校
生

や
市
民
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
 

将
来
の
大
会
ス
タ
ッ
フ
と
な
る
小
・
中

学
生
に
高
校
生
の
文
化
活動
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
県
高
校
総
合
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

毘
沙
門
・
長
富
地
区
文
化
祭

毘
沙
門
長
富住
協
・
社協

・納
貯
共催
事
業
 

事
務
局
市
役

所
毘
沙
門
支
所
 

公
（3
6)
2
0
1
3
 

●

1
1月
3
日
岡
 
9
時

、
1
7時
 

4
日
田
 
9
時

、
1
7時
 

5
日
日
 
9
時

、
1
5時
 

毘
沙
門
長
富
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィセ
ン
タ
ー
 

⑥
毘
沙
門
小
学
校
児
童
作
品
展
・
盆
栽
 

展
・
山
野
草
・
農
産
物
展
、
最
終
日
 

は
即
売
い
た
し
ま
す
。
 

映
画
「
夜
の
哀
し
み
」
試
写
会
 

青
森
上
映
実
行
委員
会
 

公
（4
2)
2
2
1
8

川
嶋
 

奥
津
軽
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
夜
の

哀
し
み
」
を
全
国
に
先
駆
け
試
写
会
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
2
8日
田
 
1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
小
ホ
ー
ル
 

◇
入
場
券
 
1
5
0
0
円
 

◇
入
場
券
販
売
所
 

五
所
川
原
市
観
光
協
会
 

容
3
81
1
5
1
5
 

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
デ
ー
開
催
 

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所
川
原

公
（3
7)
3
2
1
1

櫛
引
 

い
ろ
い
ろ
見
て
聞
い
て
、ソ
ロ
プ
チ

ミ
ス
ト
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●

1
1月
5
日
回
 
1
1時

、
1
5時
 

五
所
川
原
商
工
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

◇
内
容
 
チ
ャリ
テ
ィ
呈
茶
・
フ
リ
ー
 

マ
ー
ケ
ット
・
講演
「
禁
煙
の
す
す

め
」
石
川
は
じ
め
氏
・
第
一
高
校
生

の
津
軽
三
味
線
演
奏
・
写真
で
見
る

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
五
所
川
原
の
1
7年

◇
入
場
料
 
5
0
0
円
（
昼
食代
込
み
）
 

講
演
会
の
お
知
ら
せ
 

青
森
県
看
護
協
会
北
五
支
部

公
（3
4)
2
1
0
8

佐
藤
 

●

1
1月
4
日
田
 
1
4時

、
1
5時
3
0分

エ
ル
ム
の
街
s
c
2
階
ホ
ー
ル

◇
テ
ー
マ
 
『子
ど
も
の
心
を
大
事
に

す
る
に
は
親
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
』
 

◇
講
 
師
 
桜
庭
利
弘
氏
 

◇
対
 
象
 
児童
生
徒
を
も
つ
親
及
び

家
族
、
子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

◇
参
加
料
 
無
料
 

『
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
の
 

楽
し
い
つ
ど
い
』
 

ラ
ボ
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
 

五
所
川
原
地
区
研
究

会

公
・F
A
X(3
8)1
1
3
0
高
橋
 

親
子
で
マ
ザ
ー
グ
ー
ス
を
楽
し

？
 
 
学
 

び
ま
し
ょ
う
。
 

●

1
1月
9
日
困
・
1
4日
因
 

1
0時
3
0分

、
1
1時
3
0分
 

中
央
公
民
館
 

◇
会
 
費
 
5
0
0
円

（2
回
分
）
 

平
成

1
2年
度
 

除
排
雪
車
両

運
転
手
募
集
 

土
木
課

管
理
係
 

内
線
3
0
4
 

五
所
川
原
市
除
排
雪
対
策
本
部
で
は
 

平
成
1
2年
度
除
排
雪
車
両
運
転
手
を
募
 

集
し
ま
す
。
資
格
要
件
は
次
の
と
お
り
 

で
す
。
 

◇
募
集
人
員
 
3
4名
 

◇
運
転
経
験
年
数
 
グ
レ
ー
ダ
又
は
シ
 

ョ
ベ
ル
運
転
4
年
以
上
 

◇
年
齢
 
満
6
0歳
ま
で
 

◇
雇
用
期
間
 

平
成
1
2年
1
2月
1
1日

、
 

平
成
1
3年
3
月
9
日
 

◇
就
業
時
間
 
8
時
1
5分

、
1
7時
 

※
天
候
に
よ
り
変
化
あ
り
 

◇
休
息
時
間
 
1
2時

、
1
3時
 

◇
賃
金
及
び
支
払
い
方
法
 

市
の
規
定
に
よ
り
ま
す
。
 

◇
応
募
期
間
 

1
0月
1
6日
卿
、
1
0月
3
1日
因
 

※
採
用
に
つ
い
て
は
1
1月
1
0日
岡
ま
で
 

に
通
知
し
ま
す
。
 

消
火
栓
点
検
の
お
願
い
 

五
所
川
原
消
防
署
 

公
（
3
5)
2
0
1
9
 

五
所
川
原
消
防
署
で
は
、
火
災
等
の

有
事
に
備
え
万
全
を
期
す
る
た
め
、
次

の
日
程
で
市
内
全
域
の
消
火
栓
及
び
防
 

会 	場 10月27日徐） 10月28日出 10月29日（日） 

五所 Ill 原
市民体育館 

J師hri自り 
10: 00- 17:00 

美術部門 
9 :00--17:OO 

美術部門 
9 :00一司5:00 

書道部門 
10: 00-17: 00 

書道部門 
9 :00-17:00 

書道部門 
9 :00-15:00 

県立五所川

原農林高校 

青 少 年
赤十字部門 
10: 30-- 16:00 

中央コミュニ

テイセンタ― 

小倉百人一首
かるた部門 
9 :QO-16:OQ 

火
水
槽
の
一
斉
点
検
を
行
い
ま
す
。
 

点
検
で
は
消
火
栓
を
放
水
し
た
し
ま

す
。
放
水
に
際
し
て
は
万
全
の
態
勢
で

行
い
ま
す
が
、
水
道
に
多
少
の
濁
り
等

が
発
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

◇
実
施
月
日
 
1
0月
1
9日

、
1
1月
2
日
 

（
土
、日
曜
日
除
く
）
 

◇
点
検
箇
所
 
市
内
全
域
 

◇
実
施
時
間
 
1
3時

、
1
6時
 

※
雨
天
等
に
よ
り
日
程
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

『県
民
の
た
め
の
 

薬
の
講
演
会
』
 

日
頃
、
な
に
げ
な
く
飲
ん
で
い
る
薬
 

と
い
う
も
の
を
、
正
し
く
知
っ
て
い
た
 

だ
く
た
め
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
0
 

◇
時
間
・
場
所
 

1
0月
2
2日
回
1
3時
、
1
5時
3
0分
 

中
央
公
民
館
3
階
大
広
間
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

◇
内
容
 

①
「薬
の
正
し
い
使
い
方」
 

青
森
県
薬
剤
師
会
薬
事
情
報セ
ン
タ

ー
 

所
長
 
川
村
 
仁
氏
 

②
「薬
と
飲
み
あ
わ
せ
」
 

弘
前
大
学
医
学
部
教
授
・
附
属
病
院
 

薬
剤
部
長
 
菅
原
 
和
信
氏
 

◇
主
催
 
青
森
県
病
院
薬
剤
師
会
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健 康 相 談 I バナナの蒸しケ 蒸しケ キ I  
五所川原市食生活改善推進員会 

キ  

かんたん 

手作り 

おやつ⑥ 

材 料 
A 」小麦粉 	 150 g Al 一ー～ '~ 
（ベーキングパウダー・・・小さじ 2 
一（マーガリン 	60 g 
B イ，二Ld吐 
レ I砂糖 	 50 g 

卵 	2 個 バナナ 	小 2 本 

チーズ 	50 g サラダオイル・・・適量

アルミ箔・・・l5cmXl5mを12枚 

作り方 

①A をあわせてふるっておく。 

②B を混ぜ、クリーム状に練る。 

③②の中に卵を 1 個ずつ加えてよく混ぜ合わせ、 

5 mm角に切ったチーズ、半月切りにしたバナ

ナを加えさっくり混ぜる。最後に①を一度に

振り入れ、切るように混ぜる。 

④アルミ箔にサラダオイルを薄く塗り、③の生

地を等分にのせて包み、強火で20分蒸す。 

〈抱討ち） 

喜碑 

喰セフに折， 
尼i才Rり目もキ行る よ島り型 
	ラ 

各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内 容・・・心の相談、病気の相談、血圧測定など保 

健婦が相談に応じます。 

◆持参するもの…健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 g, 、開催時間 

幾島町集会所 10月26日困 1O:00--12:0O 

長富コミュニテイ 
消防センター 

10月30日（月） 10 :30~ 12 :00 

毘沙門・長富 
コミュニ．テイセンター 

11月 6 日倒） 10 :30 --12 :00 

すくすく 健診 
◆場 所…働く婦人の家・保健センター 

（新町バス停前） 

◆受付時間・・・12時30分～12時45分 

※ 3 歳児健診のみは12時15分～12時30分 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

対 	象 	児 期 	日 

4 ケ 月 児健診 平成12年 6 月生まれ 11月14日因 

1歳 6 ケ月児健診 平成11年 5 月生まれ 11月28日因 

3 歳 児 健 診 平成 9 年 7 月生まれ 11月16日困 

'  

◆場 所…働く婦人の家・保健センター 

（新町バス停前） 

~ 	開 設 	日 時 間 内 	容 
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各月齢での成長、 
発達、育児、遊 
び、栄養（離乳 
食等）相談 

、 

献血のご案内 

期 日 時 間 場 	所 

11月 2 日困 
10:00~ 

16:00 
東芝メデイア機器株式会社 

成分献血の日 9: 30- 働く婦人の家・保健センター 

11月 8 日困 14:30 1階・ 

※予約制になっていますので、ご希望の方は10月31日因

までに、はつらつ女性課へご連絡くださるようお願い

いたします。 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

10月22日 日
  

江渡内科医院 
五所川原市字
旭町7 

34 -3000 

10月29日 日
  

田辺胃腸科外科医院 
五所川原市字
旭町40-1 

35-6355 

※ 1．対応時間（電話で確認）午前 9 時から午後 5 時まで。 

2．その他、消防署（救急医院案内廿34-4999）で紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

五所川原市役所 公351 2111 平成12年10月15日 10 
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